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である。
2）　切断による実数の定義というと，デデキントの
切断がすぐ思い浮かぶ。それは簡単に言うと集
合論に根差したもので，任意の有理数で実数直
線を切断すると，右に最小元を持つ集合，左に
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最大元のない集合，あるいは，右に最小元のな
い集合，左に最大元を持つ集合が生じることを
主張する。ここで，右にも左にも最小元，最大
元どちらもない集合を生じさせる切り方がある。
それが無理数というわけだ。こうして，有理数
だけでは隙間だらけの実数直線に完備性（いう
なれば連続性）を備えさせることができたので
ある。ただ，筆者がかねてよりこの手法に疑問
を感じていたのは，これが切断の結果による定
義であって，切断の仕方によるものではないと
いうことである。ここにも集合論の循環論法的
な性格が出ているのであって，ある切り方をし
たらこういう集合ができたので，その集合の性
格を切り方の定義（方法）とするというわけで
ある。いわば結果論であって，方法論は何も提
示されていない。そもそも，実数直線を任意に
切って，それが有理数に当たるなどということ
は確率的に限りなく0に近い。それぐらい有理
数の稠密と実数の連続には差があるのである。
ここには冒頭にも触れた，要素（個物）が先か，
集合（概念）が先かという，あの積年の問題に
通じるものがある。これに対し筆者は，有理数
と無理数で切り方の方法に違いがあること（加
算か乗算か）を本稿で提起したかったのである。
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